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中途障害者への就労支援

※都合により誌面が変更される場合がございます。

最近の社会保障改革に関する政府の資料を見ると，これまでの高齢者人口の急増によ
る医療・年金・介護保険制度が持続困難になるというトーンが変わったことに気づ

く。正確には給付と負担の見直しなどによる社会保障の持続可能性の確保はこれまでと変
わらないが，団塊の世代が全員 75 歳以上となる 2025 年以降の人口構造の変化を示し，現
役世代の人口が急減する中で「社会の活力の維持向上を図る」こと，労働力の制約（人手
不足）が強まる中での「医療・介護サービスの確保」が政策的課題であるとしている。確
かに，2025 年から 2040 年の高齢者人口の伸びは 2.7％で，2000 年から 2024 年の 142％

（比べている期間が 10 年長いのを差し引いても）に比べて増加は穏やかである。生産年齢
人口（15～64 歳）は，2000 年以降減少を続け，2025 年から 2040 年では 16.6％減少する
ことなどから，2025 年以降は，高齢化の要因よりも人口減少要因のほうが医療・介護への
影響が大きいとしている。
　「社会の活力の維持向上」については，高齢者をはじめとして多様な就労・社会参加を促
進し，社会全体の活力を維持していく基盤として 2040 年までに 3 年以上健康寿命を延伸
することを目指し，医療・介護サービスの確保については，テクノロジーの活用などによ
り，2040 年時点において必要とされるサービスが適切に確保される水準の医療・介護サー
ビスの生産性の向上を目指すとしている。ちなみに健康寿命とは「健康上の問題で日常生
活が制限されることなく生活できる期間」のことである。健康寿命延伸に向けた重点取り
組みには，成育（健やか親子施策），疾病予防・重度化予防（がん対策・生活習慣病対策な
ど）とともに介護・フレイル予防があり，これは介護予防と保健事業の一体的実施として
いる。本号の特集である介護予防・日常生活総合支援事業を示すものであろう。また，「医
療・介護サービスの確保」のためには生産性向上が必要で，医師を含む働き方改革，業務
の効率化とともに，AI・ICT などのテクノロジーを最大活用するとしている。
　これらの資料を眺めて思ったのは，確かに働くという生きがいは大切だが，これからの
時代，いくつまで働かなくてはならないのかという漠然とした不安である。
 編集委員　渡邉愼一
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